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－11月勉強会特集号－

「下村満子の生き方塾」vol.22  2021.01
ニュース

Mitsuko Shimomura s̓ IKIKATA

　「下村満子の生き方塾」は2020年11月29日、東京・四谷の「スペース天夢」で11月勉強会を開きました。新型コロ
ナ感染が急速に拡大している中での開催にあたり、この日は免疫学の第一人者である奥村康・順天堂大医学部特任
教授と精神科医・老人医学の専門医の和田秀樹教授（国際医療福祉大学大学院）が、新型コロナをテーマにして交わ
した「井戸端会議」を再現しました。
　お二人は、感染拡大を恐れるあまり、巣ごもりするのは免疫力を下げ、さらにうつ病を引き起こすだけ、免疫力が高
ければココロナウイルスには感染しても発症しない、などと語り、感染症専門家とは異なる見解を述べていました。
　応援団講義は、政治・経済・外交・メディアなど幅広い分野でジャーナリストとして活躍している川村晃司さん（テ
レビ朝日報道局ディレクター・記者を中心に、政治部、カイロ支局長、ニューヨーク支局兼メキシコ支局長などを歴
任。現在は、二松学舎大学国際政治経済学部客員教授、新潟国際情報大学国際学部客員教授を務めている）が「コ
ロナ後の世界情勢―日中米関係とメディアの責任」と題して行い、劣化が進むメディアの現状、現政権の問題点、各国
で深刻化する分断などについて、鋭いメスを入れました。今回も勉強会の様子は、リアルタイムでオンライン中継し、
技術上の課題などを検証しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責・構成／皆川猛）

コロナやメディアの現状学ぶ

　塾生五訓唱和の後、下村塾長は「コロナ感染の拡大のせいも
あってか、欠席者が多いようですが、三密を避け、換気、消毒
にも気を配っているので、安心してください。先月に続いて今
月もズームを使って勉強会をオンライン中継しています。やむ
なく欠席する塾生は、是非この機会にリモート勉強会を見てく
ださい」などと開会あいさつをしました。この日はオブザー
バーが5人出席していたので、坐禅の仕方などを分かりやすく
説明、引き続いて恒例の10分間坐禅を行いました。
　今期の輪読テキストは、遺伝子研究の一人者である村上和
雄・筑波大名誉教授著「生命（いのち）の暗号」。今回は前書
き、プロローグ「生命の不思議を解読する」の第一節「遺伝子
のはたらきは環境や刺激で変化する」第二節「生まれたばかり
の赤ちゃんでも、細胞数十兆個」を読みました。
　この中のポイントは①生命の仕組みは不思議なことばかり
で、自分の力だけで生きている人は、誰一人いない。ホルモン
系、自律神経系が、自動的に活躍しているから生きている②ホ
ルモン系、自律神経系の活躍を支配しているのは遺伝子で、こ
の遺伝子を操っているのは「サムシング・グレート（偉大なる何
者か）」である③人間は知らないことを知りたい、分からない
ことを理解したいという本性があり、これが科学を進歩させる
原動力。しかし、人間が欲望をコントロールする「すべ」を身に
つけないと、科学は諸刃の剣になってしまう④遺伝子のはたら
きは環境や外からの刺激で変わるが、精神的な刺激やショック
も遺伝子に大きな影響を与える―などでした。

坐禅開始の点鐘をする崎山さん

開会のあいさつをする下村塾長

● 科学は諸刃の剣になる
　　　　　　　　　「生命の暗号」輪読



　　午後は下村塾長の「休塾したから考えることができた色々
なこと」と題した講話で始まりました。このタイトルは前月に
引き続いたもので、いわば第二弾です。奥村康さんと和田秀
樹さんのコロナ禍テーマにした井戸端会議を織り込んだ塾長
講話のあらましは次の通りです。

●　コロナ禍は、人間はあらゆる命の連鎖の一部、地球上のあ
らゆる命は、地球という生命体の恩恵で生きている、というガ
イアの思想を忘れてしまったことのツケです。人間は物質的
欲望のために、地球という大自然を荒らし地球のバランスを
壊し、これらの結果、地球温暖化や新型ウイルスの異常発生
と感染を引き起こしています。コロナ禍を機会に、世界のリー
ダーたちは、人類の在り方を考え直すべきなのですが、残念
ながら、そんなリーダーは、今、世界のどこにもおりません。
●　しかし、民衆レベルでは、コロナ禍を契機に、これまでの経
済活動とは違う動きも出てきています。地元に密着した地道
な活動であり、大量生産、大量消費というこれまでの経済と
は一線を画した動きです。これは来月12月の忘年勉強会で紹
介したいと思います。
●　日本では1年間に、12万人もの人が肺炎で亡くなっていま
す。新型コロナは、感染者こそ多いものの、死者は少ないのが
特徴です。インフルエンザは無症状の人をカウントしません
が、コロナは無症状者もカウントするから、患者数が多くなり
ます。今こそ、マスク着用、手洗いなど当たり前の対策を講じ
た上で、引きこもりとは真逆な、ポジティブな生き方で克服し
たいものです。

〈奥村医師〉「感染症専門医は、コロナ対策は外出を避け、人
との接触を減らすことこそが一番、と言うが、免疫力、つまり
自己治癒力を高めることが一番のコロナ対策です。よく眠っ
て、よく食べて、気の置けない人と会話を楽しむ。外部から
刺激を受けると免疫力は高まるのです。精神的に落ち着か
ず、家に引きこもってマイナス面ばかりを考えていれば、どん
な人でも駄目になってしまいます。
　　このままだと、コロナ原因の自死者は1万人を超えるで
しょう。政府がやっていることは免疫力を下げることばかり
です。免免疫力の有無で、コロナウイルスに感染するかどう
かが決まります。免疫、ホルモン、精神は一体であるという見
解が伝わっていません。
　　人間にはNK（ナチュラルキラー）細胞が備わっており、こ
の細胞はウイルスやがん細胞と闘います。しかし、この細胞
は、不規則な生活や負のストレスに弱く、さら高齢になれば
少なくなってしまいます。NK細胞が多い高齢者ほど長生き
します。だからメンタルが弱い人は風邪をひきやすいので
す。つまり、細菌に効く薬はありますが、ウイルスに効く薬は
なく、コロナウイルスと闘うことができるのは、免疫だけな
のです。
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コロナ禍について持論を述べる下村塾長

真剣に講話を聞き入る塾生

免疫力下げる「巣ごもり」は最悪だ 塾長講話

● ポジティブに生きていこう

● 感染症専門家は解決できない 　　現在の医療は臓器別医療で、あまりにも細分化している
ので、全体を見ることができません。コレステロールは悪者
にされていますが、コレステロールが高いと、鬱にはなりにく
く、免疫力が高まります。したがって長生きできます」
〈和田医師〉「私は精神科医ですが、高齢者を対象にした医療
をやった経験があり、臓器別医療の問題点を知っているつも
りです。政府のコロナ対策は、専門家会議に頼っています
が、そのメンバーは感染症専門の人ばかりです。そこに失敗
があるのです。
　　感染症の専門家は感染を広げたくないから、国民にステ
イホームの掛け声で自粛生活を力説するのですが、それは引
きこもり、閉じこもりをしろ、と言っているわけで、免疫力を
下げるだけ。人とおしゃべりした方が免疫力は高まります。
　　人はコロナだけで死ぬわけではありません。自粛生活をし
ていれば、日光に当たる時間が短くなり、セロトニンというホ
ルモンが減ってしまいます。その結果、手を打たなければ、2
～5ヵ月の間にうつ病に陥り、それから2～3か月後には自殺
者が増えてしまいます。事実、9月末までの１か月、自殺者平
均は150人だったけど、10月は600人になってしまいまし
た。冬は特に、鬱になる人が多いから気を付けてほしい。
　　鬱にならないためには、ウオーキング、人との会話、外出し
て日光を浴びることが、金のかからないベストな方法なので

すが、今はこれを口に出せない状況です。コロナ対策をきち
んと取れば、恐れることはない、と私たちがいくら言っても、
視聴率獲得が至上命題の日本のメディアは、不安をあおる方
が視聴率を稼げるから、免疫力を上げることが最大のコロナ対
策、という私たちの主張は、ほとんど取り上げられていません」

●　奥村、和田両先生のお話は、なかなか深いものでした。残

念ながらコロナウイルスの専門家はおらず、感染症専門家の
推奨策は閉じこもりであり、これは免疫力を下げるから、やっ
てはいけないこと、というのが井戸端会議の結論でした。最後
にメディアの在り方について問題を提起されましたが、私も同
感でした。最終的には、メディアの情報をうのみにせず、それ
ぞれの人が、自分でコロナ対策を判断するしかないのです。

井戸端会議のあらまし



〈奥村医師〉「感染症専門医は、コロナ対策は外出を避け、人
との接触を減らすことこそが一番、と言うが、免疫力、つまり
自己治癒力を高めることが一番のコロナ対策です。よく眠っ
て、よく食べて、気の置けない人と会話を楽しむ。外部から
刺激を受けると免疫力は高まるのです。精神的に落ち着か
ず、家に引きこもってマイナス面ばかりを考えていれば、どん
な人でも駄目になってしまいます。
　　このままだと、コロナ原因の自死者は1万人を超えるで
しょう。政府がやっていることは免疫力を下げることばかり
です。免免疫力の有無で、コロナウイルスに感染するかどう
かが決まります。免疫、ホルモン、精神は一体であるという見
解が伝わっていません。
　　人間にはNK（ナチュラルキラー）細胞が備わっており、こ
の細胞はウイルスやがん細胞と闘います。しかし、この細胞
は、不規則な生活や負のストレスに弱く、さら高齢になれば
少なくなってしまいます。NK細胞が多い高齢者ほど長生き
します。だからメンタルが弱い人は風邪をひきやすいので
す。つまり、細菌に効く薬はありますが、ウイルスに効く薬は
なく、コロナウイルスと闘うことができるのは、免疫だけな
のです。

普段は耳にできない情報を織り込んだ川村さんの話に耳を傾ける塾生

米のみならず日本でも分断進む 川村さん講義

　　ジャーナリストで「生き方塾」応援団の川村晃司さんは、
バイデン氏の勝利に終わったアメリカ大統領選、安倍前総
理の「桜を見る会」などを取り上げ、「コロナ後の世界情勢―
日中米関係とメディアの責任」と題して講義しました。その
概要を紹介します。
●　心の動きと免疫力は強い連環があることに共感しまし
た。最近NHKの再放送「はね駒」を見ていましたが、女性
ジャーナリストの草分けを主人公にしたこの朝ドラを見て、
多くの気づきを得ました。ジャーナリズムの在り方が、今こ
そ、問われています。
●　視聴率を稼ぐためには、コロナに限って言えば、不安を煽
る。そのためには、不安をあおる人物を登場させています。
各局とも狙いは同じだから、同じ方向に走ってしまい、視点
の選択の幅は狭まってきます。視聴率を取れれば、収入源で
ある広告の売り場面積が広がりますから、同じような番組が
増えてくるわけです。しかも今は、コロナ禍によって在宅勤務
が増えていますから、広告申し込みは多くなり、ますます視
聴率稼ぎの視点に立った番組が増えているのです。
●　今月（2020年11月）上旬のアメリカ大統領選では、バイ
デン候補が勝ってトランプ大統領は2021年1月20日には退
任しなければなりません。大統領選に絡んで、アメリカには
「グッド・ルーザー」という言葉があります。負けたりといえ
ども、いい人。潔く敗北を認め、勝者に次の政治を託す。4年
前にはヒラリー・クリントンは敗北宣言をしました。
●　しかし、トランプは敗北宣言をしていないし、絶対しない
でしょう。トランプは、郵便投票のせいで不正の票が増え
た、と文句を言っています。郵便投票が大幅に増えたのは、
コロナが大流行しているからで、アメリカでコロナが蔓延し
ているのは、トランプの無策のせいです。さらに郵便投票が
多い選挙区は、共和党支持者が多いところです。トランプ信
者は、民主党支持者を投票所に入れない動きをしたから、バ
イデン支持者は郵便投票を選択しました。アメリカは州の自
主性を尊重しているから、投票用紙の書式も州ごとに違いま
す。だから結果発表までには時間がかかります。開票監視人
もいますから、トランプが指摘する選挙の不正はそうはない
はずです。
●　ではなぜトランプは負けを認めないのか。それはトランプ
が脱税など、いろいろな犯罪発覚を恐れているから、と言わ
れています。仲間を恩赦しているのは、次の４年後の選挙に
出馬しようとするからでしょう。
●　トランプが負けてバイデンが新しい政策を実行するので
は、との期待もあるのですが、ごく普通の社会に戻るだけで

アメリカや日本の政治情勢などについて講義する川村さん

● 難しいかじ取り迫られるバイデン

　　現在の医療は臓器別医療で、あまりにも細分化している
ので、全体を見ることができません。コレステロールは悪者
にされていますが、コレステロールが高いと、鬱にはなりにく
く、免疫力が高まります。したがって長生きできます」
〈和田医師〉「私は精神科医ですが、高齢者を対象にした医療
をやった経験があり、臓器別医療の問題点を知っているつも
りです。政府のコロナ対策は、専門家会議に頼っています
が、そのメンバーは感染症専門の人ばかりです。そこに失敗
があるのです。
　　感染症の専門家は感染を広げたくないから、国民にステ
イホームの掛け声で自粛生活を力説するのですが、それは引
きこもり、閉じこもりをしろ、と言っているわけで、免疫力を
下げるだけ。人とおしゃべりした方が免疫力は高まります。
　　人はコロナだけで死ぬわけではありません。自粛生活をし
ていれば、日光に当たる時間が短くなり、セロトニンというホ
ルモンが減ってしまいます。その結果、手を打たなければ、2
～5ヵ月の間にうつ病に陥り、それから2～3か月後には自殺
者が増えてしまいます。事実、9月末までの１か月、自殺者平
均は150人だったけど、10月は600人になってしまいまし
た。冬は特に、鬱になる人が多いから気を付けてほしい。
　　鬱にならないためには、ウオーキング、人との会話、外出し
て日光を浴びることが、金のかからないベストな方法なので

すが、今はこれを口に出せない状況です。コロナ対策をきち
んと取れば、恐れることはない、と私たちがいくら言っても、
視聴率獲得が至上命題の日本のメディアは、不安をあおる方
が視聴率を稼げるから、免疫力を上げることが最大のコロナ対
策、という私たちの主張は、ほとんど取り上げられていません」

●　奥村、和田両先生のお話は、なかなか深いものでした。残

念ながらコロナウイルスの専門家はおらず、感染症専門家の
推奨策は閉じこもりであり、これは免疫力を下げるから、やっ
てはいけないこと、というのが井戸端会議の結論でした。最後
にメディアの在り方について問題を提起されましたが、私も同
感でした。最終的には、メディアの情報をうのみにせず、それ
ぞれの人が、自分でコロナ対策を判断するしかないのです。

す。しかし、コロナ以前の社会には戻りません。トランプイズ
ムは分断をもたらし、対立の構図を作りました。バイデン政
権の誕生によって、米中、米朝関係に協調路線が登場するの
では、との期待もありますが、そうはいかないと思います。
米議会の上院は共和党が多数派であり、共和党のトランプ
が決めたことを、そう簡単に覆られません。
●　トランプは都合の悪いニュースはフェイクと切り捨て、し
かも選挙では7500万人はトランプに投票しています。バイ
デンが自分の政策を遂行しようとすれば、これらトランプの
岩盤支持者は反対します。すると抜き差しならない対立が起
こるから、融和を掲げるバイデンは難しいかじ取りを迫られ
ます。
●　なぜトランプがニュースをフェイク、ファクトと決めつけた
のか。それは、メディア自体が分断されているからで、トラン
プは保守的なフォックス・ニュースにしか、インタビューさせ
ませんでした。しかし、そのフォック・スニュースですら、敗北
を認めず、選挙は不正とまくしたてるトランプには愛想をつ
かし、「大統領が言っていることはファクトでないから」と、
会見の中継を途中で取りやめました。
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塾長のまとめ



●　日本に目を転じれば、日本でも分断が進行しています。特に
安倍政権下で顕著でした。「桜を見る会」は、日本文化を幅広
く知ってもらうために始めた政府主催の行事ですが、安倍政
権は選挙区の後援会役員らの慰労のために私物化しました。
前夜祭会費に後援会が不足分を支出したことはない、と安倍
総理は国会で120回近く答えていましたが、それは全くのウソ
です。経費は一人当たり1万1千円かかり、6千円は安倍事務所
が払っていました。

●　黒川東京高検検事長の定年延長問題は、1年前から問題に
なっていました。それは安倍政権にとって森友や加計などマイ
ナスになる事案が目立ち始め、政権に近く、安倍の守護神と
呼ばれた黒川さんが検事総長になれば、きな臭い案件もな
かったことにできるからです。このために、次の検事総長候補
と言われていた林さんを名古屋高検検事長として飛ばす荒業
をしました。しかし、この見え見えの人事には歴代検事総長も
反対し、黒川さんは賭けマージャンが発覚して失脚しました。

●　林さんが検事総長に就くと、告発を受けていた「桜問題」の
捜査に取り掛かり、会場となったホテル側もウソをつけなく
なって、補てんを認めました。この補てんは政治資金規正法に
引っ掛かりますから、安倍事務所は収支報告書には記載せず、
領収書も捨てました。

●　この検察の動きを特報したのは読売新聞でした。読売は安
倍政権と近く、これまではこの問題を小さく扱ってきました。
読売がなぜ、安倍さんに反旗を翻したのか。

●　読売の代表は渡辺恒雄さん、通称ナベツネです。ナベツネさ
んは、元総理の中曽根康弘さんとは一心同体みたいな関係で
すが、中曽根さんは学術会議委員選びに一切干渉しませんで
した。それは、はっきりと文書に残され、福田康夫総理は公文
書としてルール化しました。そして歴代内閣はそれを順守して
きました。戦前、学問の自由が軍部や政権によって侵され、日
本が戦争に入っていく道になったことを知っているからです。
ナベツネさんは安倍政権、菅政権が、中曽根さんがやったこと
を無神経に踏みにじったことに立腹したそうです。それで「桜
問題」を特報するよう取材記者に命じた、と言われています。

●　政治記者というのは、微妙な立場にいます。政治家は好き
か嫌いかで記者を選り好みします。記者は政治家と親しくな
らないと、いい情報を集めることが難しいから、懐に飛び込
みます。しかし、政治家は国民の税金で食べている公人です
から、おかしいと思うときはしっかり書くべきなのです。重複
しますが、最近の政治家は、自分に距離を置く記者をはねつ
け寄せ付けません。だから記者は「いい子」になってしまって
います。内閣の広報官は、テレビ番組で、政権批判に聞こえ
る報道があると、すぐにテレビ局に電話して、クレームをつ
けています。こうして記者は、牙を抜かれてしまうのです。
●　記者ばかりが劣化しているわけではありません。政治家自
身の劣化も深刻です。中曽根さんは総理在任中、後藤田正晴
さんを内閣官房長官に起用しました。湾岸戦争勃発時、中曽
根さんはレーガン大統領の要請を受けて、戦争協力を受け
入れましたが、それを聞いた後藤田さんは、一つ間違えれば
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次はさらに大きな段階に巻き込まれるから、駄目です。総理
がそれをやりたいなら、自分を切ってからにしてくれ、と翻意
を迫ったのです。中曽根さんは後藤田さんの覚悟に打たれ
て、レーガン大統領からの要請を断りました。
●　今、総理と官房長官の関係を見ると、長官は総理の代弁者
でしかありません。菅さんには、後藤田さんの覚悟は微塵も
ありません。「モリカケ問題」「桜問題」など、疑惑が明るみ
になっても、何もしないばかりでなく、総理の肩を持つ発言
しかしませんでした。
●　日本の現政権は、トランプ同様に、批判するメディアをは
ねつける、度量のない政権になっています。「バッド・ルー
ザー」はグッド・ルーザーの反対語です。トランプも安倍さん
もバッド・ルーザーなので、それを許しているメディアの罪は
決して小さくありません。
●　現菅政権は、正式な記者会見はやっておらず、記者と会食
した際、会見みたいなものをやるスタイルになりました。トラ
ンプも正式な記者会見はほとんどしないで、ツイッターでお
茶を濁してきました。総理は自己都合でしか会見しないか
ら、何がファクトなのかをチェックできません。トランプの会
見の際、CNNの記者が辛辣な質問をしてトランプを怒らせ、
その記者は記者証を取り上げられました。すると各社の記者
は、この記者を擁護してトランプに猛抗議。この結果、記者
証は返還されました。ところが日本では、このCNN記者のよ
うな人は、「空気を読めていない」と逆に記者仲間から批判
されてしまいます。
●　アメリカ同様、日本でもメディアの分断が進行しています。
あの新聞は、あの局は、と言われないためにも、色々な意見
を紹介し、多角的に物事を見る必要があると思います。疑惑
があると、政治家たちは異口同音に「検察が捜査中なので、
コメントは差し控える」と言いますが、検察は「そんなことは
ない。政治家は真実を喋った方がいい」と言います。ファクト
をきちんと伝えなければ、民主主義は成り立たないのです。
また、メディアもその一環を担っています。
●　政治家の見識、人格がその国の進む方向を決めるわけで
すから、誰が政治家になって、トップに立つのかは、個人の生
活に直結する重要問題です。いま、日本、アメリカはトップが
入れ替わったばかりです。コロナも含めて、新しい時代になる
節目の時、メディアは権力を監視する目的を果たしているか
どうか。政治家との距離を保って、本来のメディアの役目を果
たしているのか。私たちは注視しなければなりません。
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〇…政治家の度量、人格がその国の方向を決めると思えば、
誰が政治家になるか、それにもまして誰がトップに立つか
は、個人の生活にも直結する重要問題です。今、日本とア
メリカはトップが交代したばかり、間もなく交代する時
で、コロナも含めて新しい時代になる節目の時です。メ
ディアは権力を監視する使命を持っているはずですが、ど
うでしょうか。メディアの世界で生きている人は政治権力
に飲み込まれることなく、適度の距離を保って本来の役
割を果たしと欲しいと、川村さんの講義を聞いて感じま
した。　　　　　　　　　　　　　　 （園部美智子）

〇…「グッド・ルーザー」「バッド・ルーザー」という言葉があ
ると川村さんから聞きました。トランプ大統領、安倍前
首相は、利己的でかつ平気で嘘をつく本当に似た者同士
です。舞台裏が分かれば、本質が見えてくるので、生きる
ことはそう怖くはないと思います。今の日本はどうしよう
もない状況にありますが、これにめげず、明るく歩んでい
きたい。　　　　　　　　　　　　　　 （坂本祐一）

〇…村上和雄先生の「生命の暗号」輪読、下村塾長の講話、
川村さんの応援団講義は、いずれも深くて濃い内容でし
た。コロナにしても政治にしても、自分で多角的に情報を
集め、分析しなければならないと感じましたが、これは決
して容易なことではありません。しかし、その努力を放棄
してはならないことをあらためて認識させられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （女性オブザーバー）

常松さんの司会で夜遊び学。コロナ対策を十分に講じて粛々と
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メディアは権力のチェックに努めてほしい 塾生感想

4月17日は修了・入塾式＆公開講座
定員になり次第締め切りますので、知り合いの参加申し
込みは直ちに。
会場は二本松市の福島県男女共生センター。


